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◉市政一般質問に代わり文書質問を実施

大村市議会 NEWS

令和2年7月豪雨の被災地を視察しました。
　７月 21日に経済建設委員会の委員が令和２年 7月豪雨で大きな被害を受けた市内各地を視察しました。
　被災された皆様に、心からお見舞い申し上げます。市議会としましては、市に対し、迅速かつ確実な被害
状況の把握と被災者支援の実施を求めていきます。

６月定例会について
　6 月定例会では、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、一般質問の取りやめや会期の短縮を行い、
本会議・委員会の傍聴自粛をお願いしておりました。市民の皆様には、ご理解とご協力をいただき誠にあり
がとうございました。  9 月定例会の日程等については、決定次第、ホームページ等でお知らせいたします。

　新型コロナウイルス感染症により、全国に非常事態宣言が出され、各自治体でもコロナ対策
に追われる毎日が続きました。外出が制限され、大村市においても料飲食業や観光業をはじめ

とした地場企業や自営業等の経済活動がほとんどストップしてしまいました。
　６月定例市議会の会期は、当初６月８日から２４日までの１７日間の予定でしたが、一般質問を完全にやめ、
また委員会での審査も短縮し、６月８日から１２日までの５日間に短縮しました。３密をできるだけ避けて、感
染のリスクを少なくするだけでなく、市役所職員の議会対応を極力軽減することによりコロナ対策に集中し、
全市民への特別定額給付金や各事業所向けの持続化給付金など、少しでも早く給付ができるようにと、市議会
会派長会議で会期の短縮を申し合わせいたしました。
　そのことも功を奏し、大村市におけるコロナ対策の各施策は、他の自治体よりもいち早く進んだのではない
かと思います。一般質問を取りやめたために今回の市議会だよりはいつもよりページ数が少なくなっています
が、一般質問に代えて市政の重要な課題を文書で質問し、市からの回答を掲載しました。
　また、今後のコロナ等感染症対策のため、議会でもネット会議の検討が必要と考え、広報委員会ではリモー
ト会議の試行を始めています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 （田中  秀和）
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令和２年 9月定例会の予定

・９月２日（水）　　　本会議 （議案審議）
・４日（金）　　　本会議 （市政一般質問）
・７日（月）～10日（木）　　　本会議 （市政一般質問）
・11日（金）　　　委員会（議案審査）

10時
10時

・14日（月）～16日（水）　　　委員会（議案審査）
・17日（木）　　　委員会 （議案審査）
・24日（木）　　　本会議 （議案審議）

10時
13時
10時

10時
10時

※定例会の予定 （日程等） は変更となる場合があります。
※８月28日（金）の議会運営委員会で決定します。

表紙の写真は、大村公園の花菖蒲です。表紙の写真は、大村公園の花菖蒲です。

写真は、市道田下荒瀬線を視察した時の様子です。
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▼
注
１
：
窓
な
ど
の

▼
注
１
：
75
歳
以
上
の
大
村
市
民
は
無
料

▼
注
２
：
１
回
分
の
利
用
時
間
は
２
時
間
ま
で

月６ 定 例 会

　
約
９
億
２
，３
０
０
万
円
を
増
額
す
る

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

＊
お
お
む
ら
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
支
援

　
事
業

（
概
要
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
市
内
経

済
の
回
復
を
図
る
た
め
、
市
内
店
舗
で

使
え
る
１
万
円
当
た
り
３
千
円
を
上
乗

せ
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
発

行
す
る
事
業
に
対
し
補
助
を
行
う
も
の
。

﹇
審
査
内
容
﹈

現
段
階
の
案
と
し
て
、
１
万
３
千

円
分
の
商
品
券
（
５
０
０
円
券×

26
枚
）
を
１
冊
１
万
円
で
販
売
す
る
予

定
と
し
て
い
る
が
、
購
入
で
き
る
部
数

が
１
世
帯
３
冊
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、

地
域
経
済
へ
の
還
元
を
考
え
る
と
、
多

人
数
世
帯
が
購
入
で
き
る
部
数
を
増
や

す
よ
う
、
検
討
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

購
入
可
能
部
数
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
貴
重
な
意
見
と
捉
え
、今
後
、

商
品
券
事
業
の
実
施
主
体
と
な
る
実
行

委
員
会
の
中
で
提
案
し
た
い
。

＊
大
村
〜
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

（
概
要
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
本
市
へ
の
帰
省
を
自

粛
し
て
い
る
県
外
在
住
の
学
生
を
対
象

に
、
大
村
の
特
産
品
を
送
付
す
る
も
の
。

﹇
審
査
内
容
﹈

具
体
的
な
事
業
内
容
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

本
人
ま
た
は
家
族
か
ら
の
申
請
を

受
け
、
対
象
学
生
に
米
や
ゆ
で

ピ
ー
な
ど
の
４
千
円
相
当(

送
料
込
み
）

の
大
村
産
品
セ
ッ
ト
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ

ー
ド
を
送
付
す
る

こ
と
で
、
ふ
る
さ

と
大
村
と
の”

つ

な
が
り
”
を
感
じ

て
も
ら
う
。ま
た
、

対
象
学
生
に
は

「
お
お
む
ら
暮
ら

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
や
、
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
、
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
な
ど
、
38
議
案
を
可
決
（
承
認
・
同
意
）
し

ま
し
た
。

補
正
予
算

市
内
の
店
舗
で
使
え
る
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
が
発
行
さ
れ
ま
す

経
済
建
設
委
員
会

総
務
委
員
会

Ｑ

し
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
本
市
の
情
報

の
受
信
・
拡
散
な
ど
を
お
願
い
し
、
交

流
人
口
・
関
係
人
口
の
創
出
や
地
域
の

活
性
化
、 

Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
に
つ
な
げ

る
。

＊
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
整
備
事
業

（
概
要
）

　
市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
の
校
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
し
、
児
童
生
徒

１
人
に
１
台
ず
つ
貸
し
出
す
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
調
達
す
る
も
の
。

﹇
審
査
内
容
﹈

学
校
外
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
使
用
を
想
定
し
て
い
る
か
。

学
校
内
で
の
使
用
を
原
則
と
し

て
い
る
が
、
今
後
、
児
童
生
徒
の

各
家
庭
の
通
信
環
境
が
整
え
ば
、
自
宅

学
習
や
遠
隔
授
業
な
ど
へ
の
活
用
を
検

討
し
た
い
。
ま
た
、
不
登
校
の
児
童
生

徒
に
有
効
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
大
村
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
な
ど
９
件
の
条
例
議

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

＊
大
村
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

（
概
要
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
収
入
が
一
定
程
度
減

少
し
た
被
保
険
者
等
の
国
民
健
康
保
険

税
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
当
該
感
染
症
に
感
染

し
た
被
保
険
者
等
に
傷
病
手
当
金
を
支
給

す
る
も
の
。

﹇
審
査
内
容
﹈

給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
る
被

用
者
が
傷
病
手
当
金
の
支
給
対

象
と
な
っ
て
い
る
が
、
自
営
業
者
や
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
は
対
象
に
な
る
の
か
。

個
人
事
業
主
は
対
象
外
で
あ
る
。

仮
に
個
人
事
業
主
に
支
給
す
る

場
合
、
国
の
補
助
な
ど
が
な
い
た
め
費

用
は
全
て
市
の
負
担
と
な
り
、
国
保
税

率
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
個
人
事
業
主
向
け
に
国
の
持
続

化
給
付
金
や
市
の
緊
急
経
済
対
策
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
が
準
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
被
用
者
を
支

給
対
象
と
し
て
い
る
。
な
お
、
個
人
事

業
主
の
配
偶
者
や
親
族
の
う
ち
、
従
業

員
と
し
て
給
与
を
得
て
い
る
者
は
、
支

給
対
象
と
な
る
。

　
工
事
施
行
に
関
す
る
基
本
協
定
の
締

結
や
、
動
産
の
買
い
入
れ
な
ど
、
３
件

の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

＊
工
事
施
行
に
関
す
る
基
本
協
定
の
締

　
結
に
つ
い
て

（
概
要
）

　
新
幹
線
新
大
村
駅
（
仮
称
）
に
併
設

す
る
在
来
線
の
ホ
ー
ム
と
、
駅
の
東
西

を
結
ぶ
地
下
式
の
自
由
通
路
の
工
事
施

行
に
関
す
る
基
本
協
定
を
Ｊ
Ｒ
九
州
と

締
結
す
る
も
の
。

﹇
審
査
内
容
﹈

今
回
、
新
大
村
駅
の
改
札
口
に
は

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
対
応
の
設
備
を
設
置

す
る
計
画
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
現
在
、

Ｊ
Ｒ
竹
松
駅
よ
り
先
の
佐
世
保
方
面
の

駅
で
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
で
き
な
い
。

車
両
基
地
駅
も
含
め
、
今
後
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

Ｊ
Ｒ
九
州
と
し
て
は
、
そ
の
区

間
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
利
用
エ
リ
ア

外
と
位
置
付
け
て
お
り
、
積
極
的
に
整

備
は
行
わ
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
た
だ
、

Ｊ
Ｒ
佐
世
保
線
の
各
駅
に
つ
い
て
も
未

整
備
で
あ
り
、
そ
の
路
線
も
併
せ
て
県

や
関
係
市
町
と
と
も
に
、Ｊ
Ｒ
九
州
に
対

し
整
備
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
。
ハ
ウ

ス
テ
ン
ボ
ス
周
辺
へ
の
Ｉ
Ｒ
誘
致
の
推

進
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
整
備
で

あ
り
、
今
後
も
強
く
要
望
し
て
い
き
た

い
。

　
４
件
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、
所
管

の
常
任
委
員
会
で
検
討
し
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

●
市
内
公
共
工
事
に
関
す
る
陳
情

●
令
和
元
年
11
月
20
日
に
大
村
市
議
会

と
町
内
会
長
会
連
合
会
と
の
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
た
中
で
、
町
内
会
長
会

連
合
会
が
令
和
元
年
11
月
６
日
（
水
）

か
ら
11
月
７
日
（
木
）
ま
で
、
山
口

県
山
陽
小
野
田
市
を
視
察
研
修
に

行
っ
た
そ
の
結
果
報
告
に
つ
い
て
の

陳
情

●
教
育
環
境
整
備
及
び
通
学
路
に
関
す

る
陳
情

●
市
道
大
園
京
ノ
辻
線
道
路
拡
幅
並
び

に
沖
田
町
上
川
原
の
道
路
改
良
に
つ

い
て
の
陳
情

　
経
済
建
設
委
員
会
で
は
、
提
出
さ
れ

た
陳
情
に
関
連
し
て
、
市
道
大
園
京
ノ

辻
線
及
び
沖
田
町
上
川
原
地
区
を
訪
問

し
、
現
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

Ｑ

厚
生
文
教
委
員
会

ＱＡ

※送付内容は時期により異なります。

陳
情

Ｑ

条
例

Ａ

ＱＡ

議
決

Ａ

新
幹
線
新
大
村
駅
（
仮
称
）
に
併
設

す
る
在
来
線
の
ホ
ー
ム
と
駅
の
東
西

を
結
ぶ
通
路
を
造
り
ま
す

厚
生
文
教
委
員
会

Ａ

経
済
建
設
委
員
会

市
道
大
園
京
ノ
辻
線
、
沖
田
町
上
川

原
地
区
の
市
道
を
視
察
し
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
国
保
加
入

者
へ
の
救
済
措
置
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
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て
は
貴
重
な
意
見
と
捉
え
、今
後
、

商
品
券
事
業
の
実
施
主
体
と
な
る
実
行

委
員
会
の
中
で
提
案
し
た
い
。

＊
大
村
〜
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

（
概
要
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
本
市
へ
の
帰
省
を
自

粛
し
て
い
る
県
外
在
住
の
学
生
を
対
象

に
、
大
村
の
特
産
品
を
送
付
す
る
も
の
。

﹇
審
査
内
容
﹈

具
体
的
な
事
業
内
容
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

本
人
ま
た
は
家
族
か
ら
の
申
請
を

受
け
、
対
象
学
生
に
米
や
ゆ
で

ピ
ー
な
ど
の
４
千
円
相
当(

送
料
込
み
）

の
大
村
産
品
セ
ッ
ト
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ

ー
ド
を
送
付
す
る

こ
と
で
、
ふ
る
さ

と
大
村
と
の”

つ

な
が
り
”
を
感
じ

て
も
ら
う
。ま
た
、

対
象
学
生
に
は

「
お
お
む
ら
暮
ら

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
や
、
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
、
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
な
ど
、
38
議
案
を
可
決
（
承
認
・
同
意
）
し

ま
し
た
。

補
正
予
算

市
内
の
店
舗
で
使
え
る
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
が
発
行
さ
れ
ま
す

経
済
建
設
委
員
会

総
務
委
員
会

Ｑ

し
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
本
市
の
情
報

の
受
信
・
拡
散
な
ど
を
お
願
い
し
、
交

流
人
口
・
関
係
人
口
の
創
出
や
地
域
の

活
性
化
、 

Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
に
つ
な
げ

る
。

＊
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
整
備
事
業

（
概
要
）

　
市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
の
校
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
し
、
児
童
生
徒

１
人
に
１
台
ず
つ
貸
し
出
す
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
調
達
す
る
も
の
。

﹇
審
査
内
容
﹈

学
校
外
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
使
用
を
想
定
し
て
い
る
か
。

学
校
内
で
の
使
用
を
原
則
と
し

て
い
る
が
、
今
後
、
児
童
生
徒
の

各
家
庭
の
通
信
環
境
が
整
え
ば
、
自
宅

学
習
や
遠
隔
授
業
な
ど
へ
の
活
用
を
検

討
し
た
い
。
ま
た
、
不
登
校
の
児
童
生

徒
に
有
効
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
大
村
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
な
ど
９
件
の
条
例
議

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

＊
大
村
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

（
概
要
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
に
よ
り
、
収
入
が
一
定
程
度
減

少
し
た
被
保
険
者
等
の
国
民
健
康
保
険

税
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
当
該
感
染
症
に
感
染

し
た
被
保
険
者
等
に
傷
病
手
当
金
を
支
給

す
る
も
の
。

﹇
審
査
内
容
﹈

給
与
等
の
支
払
い
を
受
け
る
被

用
者
が
傷
病
手
当
金
の
支
給
対

象
と
な
っ
て
い
る
が
、
自
営
業
者
や
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
は
対
象
に
な
る
の
か
。

個
人
事
業
主
は
対
象
外
で
あ
る
。

仮
に
個
人
事
業
主
に
支
給
す
る

場
合
、
国
の
補
助
な
ど
が
な
い
た
め
費

用
は
全
て
市
の
負
担
と
な
り
、
国
保
税

率
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
個
人
事
業
主
向
け
に
国
の
持
続

化
給
付
金
や
市
の
緊
急
経
済
対
策
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
が
準
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
被
用
者
を
支

給
対
象
と
し
て
い
る
。
な
お
、
個
人
事

業
主
の
配
偶
者
や
親
族
の
う
ち
、
従
業

員
と
し
て
給
与
を
得
て
い
る
者
は
、
支

給
対
象
と
な
る
。

　
工
事
施
行
に
関
す
る
基
本
協
定
の
締

結
や
、
動
産
の
買
い
入
れ
な
ど
、
３
件

の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
の
主
な
審
査
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

＊
工
事
施
行
に
関
す
る
基
本
協
定
の
締

　
結
に
つ
い
て

（
概
要
）

　
新
幹
線
新
大
村
駅
（
仮
称
）
に
併
設

す
る
在
来
線
の
ホ
ー
ム
と
、
駅
の
東
西

を
結
ぶ
地
下
式
の
自
由
通
路
の
工
事
施

行
に
関
す
る
基
本
協
定
を
Ｊ
Ｒ
九
州
と

締
結
す
る
も
の
。

﹇
審
査
内
容
﹈

今
回
、
新
大
村
駅
の
改
札
口
に
は

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
対
応
の
設
備
を
設
置

す
る
計
画
と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
現
在
、

Ｊ
Ｒ
竹
松
駅
よ
り
先
の
佐
世
保
方
面
の

駅
で
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
で
き
な
い
。

車
両
基
地
駅
も
含
め
、
今
後
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

Ｊ
Ｒ
九
州
と
し
て
は
、
そ
の
区

間
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
利
用
エ
リ
ア

外
と
位
置
付
け
て
お
り
、
積
極
的
に
整

備
は
行
わ
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
た
だ
、

Ｊ
Ｒ
佐
世
保
線
の
各
駅
に
つ
い
て
も
未

整
備
で
あ
り
、
そ
の
路
線
も
併
せ
て
県

や
関
係
市
町
と
と
も
に
、Ｊ
Ｒ
九
州
に
対

し
整
備
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
。
ハ
ウ

ス
テ
ン
ボ
ス
周
辺
へ
の
Ｉ
Ｒ
誘
致
の
推

進
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
整
備
で

あ
り
、
今
後
も
強
く
要
望
し
て
い
き
た

い
。

　
４
件
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
、
所
管

の
常
任
委
員
会
で
検
討
し
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

●
市
内
公
共
工
事
に
関
す
る
陳
情

●
令
和
元
年
11
月
20
日
に
大
村
市
議
会

と
町
内
会
長
会
連
合
会
と
の
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
た
中
で
、
町
内
会
長
会

連
合
会
が
令
和
元
年
11
月
６
日
（
水
）

か
ら
11
月
７
日
（
木
）
ま
で
、
山
口

県
山
陽
小
野
田
市
を
視
察
研
修
に

行
っ
た
そ
の
結
果
報
告
に
つ
い
て
の

陳
情

●
教
育
環
境
整
備
及
び
通
学
路
に
関
す

る
陳
情

●
市
道
大
園
京
ノ
辻
線
道
路
拡
幅
並
び

に
沖
田
町
上
川
原
の
道
路
改
良
に
つ

い
て
の
陳
情

　
経
済
建
設
委
員
会
で
は
、
提
出
さ
れ

た
陳
情
に
関
連
し
て
、
市
道
大
園
京
ノ

辻
線
及
び
沖
田
町
上
川
原
地
区
を
訪
問

し
、
現
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

Ｑ

厚
生
文
教
委
員
会

ＱＡ

※送付内容は時期により異なります。

陳
情

Ｑ

条
例

Ａ

ＱＡ

議
決

Ａ

新
幹
線
新
大
村
駅
（
仮
称
）
に
併
設

す
る
在
来
線
の
ホ
ー
ム
と
駅
の
東
西

を
結
ぶ
通
路
を
造
り
ま
す

厚
生
文
教
委
員
会

Ａ

経
済
建
設
委
員
会

市
道
大
園
京
ノ
辻
線
、
沖
田
町
上
川

原
地
区
の
市
道
を
視
察
し
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
国
保
加
入

者
へ
の
救
済
措
置
が
創
設
さ
れ
ま
し
た



文書質問

市議会だよりおおむら５ 市議会だよりおおむら ４

▼
注
１
：
窓
な
ど
の

６月定例会 文 書 質 問
　新型コロナウイルス感染拡大が予断を許さない状況の中で、市議会においては、令和２年６月定例
会の実施にあたり、通常どおり市政一般質問を行うべきか、短縮日程・取りやめとすべきか、協議・
検討を重ねました。
　その結果、６月定例会においては、新型コロナウイルスへの感染リスクを抑制するとともに、理事
者側が緊急経済対策等の業務に専念できるよう、市政一般質問を行わず、その代替措置として、議会
から市に対し市政の重要事項に関する文書質問を行いました。

　以下は、議会からの５項目の質問に対する市の回答（６月８日付）です。

　新庁舎建設につきましては、現建設計画地を含めたところで、ゼロベースで建設計画地を再検討す

ることとし、市有地を中心に、可能性のある用地の現状と課題を整理することとしたところです。

　そうした中、新型コロナウイルス感染症の全国的な拡大により、新庁舎建設を進める環境は大きく

変化しています。

　国は、新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針において、自治体に対し、在宅勤務 ( テレ

ワーク ) やローテーション勤務などを実施し、人との接触を低減する取り組みを進めるよう求めてい

ます。

　また、新型コロナウイルス感染症の収束後も自然災害などが発生した際に業務が継続できる体制整

備を進めるために、テレワークを導入するよう、新たに財政措置を講じ、自治体に積極的な活用を促

しています。

　本市においても、感染リスクを軽減する取り組みとして、時差出勤や分散勤務を導入するとともに、

テレワークを活用したサテライトオフィスの運用や在宅勤務についても試行を始めたところです。

　こうした取り組みについては、紙資料の電子化や業務見直しのきっかけになるものであり、新庁舎

建設に向けても、課題を整理し、導入の検討を進めていきたいと考えているところです。

　これらの状況の変化を踏まえますと、建設計画地の再検討を行う前に、現行の基本計画の内容につ

いてさまざまな検証が必要になっていることから、現在、建設スケジュールについて調整を行ってい

るところです。

（１）新庁舎建設の進捗状況について

（これまでの経過）
　大村市役所の本庁舎（本館）は、昭和 39 年の建設から 50 年以上が経過し、震度６以上の地震で倒
壊する恐れがあることや、執務スペースの不足の問題などから、市は、早期の建て替えが必要であると
判断し、平成 29 年 2 月に現庁舎周辺（ボート第 5 駐車場）での建て替え方針を打ち出し、新庁舎建設
に向けた取り組みを進めてきました。
　しかし、令和元年 12 月、新庁舎建設計画地（ボート第 5 駐車場）の地質調査を行った結果、ここに
断層が存在し、活断層の可能性を否定できないとする調査結果が明らかとなりました。

〇賛否が分かれた議案と審議結果

〇議員別賛否一覧表

政務活動費執行
状況を公開します

議案番号

会派名

◇令和元年度　政務活動費執行状況

◇使途基準

みらいの風 進風おおむら 明青会 知音会大政クラブ 公明党 真政会 無会派
議員名

議案番号

第36号議案

第44号議案

件　　　　　　名 議決結果
原案可決
原案可決

第 36 号議案
第 44 号議案

大村市手数料条例の一部を改正する条例
工事施行に関する基本協定の締結について

調査研究費
研　修　費
広　報　費
広　聴　費
要請・陳情活動費
会　議　費
資料作成費
資料購入費

市の事務、地方行財政等に関する調査研究（現地調査を含む）または調査委託に要する経費         
研修会の開催、団体等が開催する研修会への参加に要する経費         
会派活動または市政について住民に報告するために要する経費         
会派の活動や市政に対する住民からの要望・意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費         
会派の要請活動または陳情活動に要する経費         
各種会議の開催、または団体等が開催する意見交換会等各種会議への参加に要する経費         
会派の活動に必要な資料の作成に要する経費         
会派の活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費         

宮
田
　
真
美

水
上
　
　
享

吉
田
　
　
博

竹
森
　
　
学

田
中
　
博
文

永
尾
　
髙
宣

古
閑
森
秀
幸

山
口
　
弘
宣

山
北
　
正
久

小
林
　
史
政

田
中
　
秀
和

岩
永
愼
太
郎

中
崎
　
秀
紀

村
崎
　
浩
史

高
濵
　
広
司

堀
内
　
　
学

村
上
　
秀
明

三
浦
　
正
司

朝
長
　
英
美

野
島
　
進
吾

松
尾
　
祥
秀

晦
日
　
房
和

光
山
　
千
絵

賛
　
　
成

反
　
　
対

伊
川 

京
子（
議
　
長
）

城 

幸
太
郎（
副
議
長
）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

22

22

1

1

　政務活動費は、地方自治法ならびに大村市議会政務活動費の交付に
関する条例の規定に基づき、議員の調査研究、活動の充実を図るため、
必要な経費の一部として交付しています。議会の会派に対して交付さ
れており、交付額は、会派の所属議員１人当たり月額2万5,000円です。

会派名 みらいの風 進　　風
おおむら 明青会 大政クラブ 公明党 真政会 日本共産党 合 計

8人 5人 4人 3人 2人 2人 1人 25人
2,200,000円
1,612,510円
1,612,510円
1,540,840円

1,375,000円
1,086,478円
1,086,478円
795,458円
211,300円

1,100,000円
1,010,936円
1,010,936円
917,744円

825,000円
657,337円
657,337円
621,227円
15,550円

550,000円
546,831円
546,831円
314,191円
191,680円

550,000円
486,372円
486,372円
463,112円

275,000円
540円
540円

6,875,000円
5,401,004円
5,401,004円
4,652,572円
418,530円

0円
0円

0円

67,350円
4,320円

587,490円

77,020円
2,700円

288,522円

71,232円
21,960円

89,064円

9,040円
11,520円

167,663円

38,880円
2,080円

3,169円

12,980円
10,280円

63,628円

540円

274,460円

0円
276,502円
53,400円

1,473,996円

 所 属 議 員 数
 交付決定額（Ａ）
 交付確定額（Ｂ）
 支 出 合 計（Ｃ）

内

　
　
　訳

調査研究費
研　修　費
広　報　費
広　聴　費

会　議　費
資料作成費
資料購入費

要請・陳情
活　動　費

差引き
（返還額）
（Ａ）－（B）

欠
　
席

※賛否が分かれた議案のみ掲載しています。

（○は賛成　×は反対　伊川京子議長は採決に加わらない）

6 月定例会



文書質問

市議会だよりおおむら５ 市議会だよりおおむら ４

▼
注
１
：
窓
な
ど
の

６月定例会 文 書 質 問
　新型コロナウイルス感染拡大が予断を許さない状況の中で、市議会においては、令和２年６月定例
会の実施にあたり、通常どおり市政一般質問を行うべきか、短縮日程・取りやめとすべきか、協議・
検討を重ねました。
　その結果、６月定例会においては、新型コロナウイルスへの感染リスクを抑制するとともに、理事
者側が緊急経済対策等の業務に専念できるよう、市政一般質問を行わず、その代替措置として、議会
から市に対し市政の重要事項に関する文書質問を行いました。

　以下は、議会からの５項目の質問に対する市の回答（６月８日付）です。

　新庁舎建設につきましては、現建設計画地を含めたところで、ゼロベースで建設計画地を再検討す

ることとし、市有地を中心に、可能性のある用地の現状と課題を整理することとしたところです。

　そうした中、新型コロナウイルス感染症の全国的な拡大により、新庁舎建設を進める環境は大きく

変化しています。

　国は、新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処方針において、自治体に対し、在宅勤務 ( テレ

ワーク ) やローテーション勤務などを実施し、人との接触を低減する取り組みを進めるよう求めてい

ます。

　また、新型コロナウイルス感染症の収束後も自然災害などが発生した際に業務が継続できる体制整

備を進めるために、テレワークを導入するよう、新たに財政措置を講じ、自治体に積極的な活用を促

しています。

　本市においても、感染リスクを軽減する取り組みとして、時差出勤や分散勤務を導入するとともに、

テレワークを活用したサテライトオフィスの運用や在宅勤務についても試行を始めたところです。

　こうした取り組みについては、紙資料の電子化や業務見直しのきっかけになるものであり、新庁舎

建設に向けても、課題を整理し、導入の検討を進めていきたいと考えているところです。

　これらの状況の変化を踏まえますと、建設計画地の再検討を行う前に、現行の基本計画の内容につ

いてさまざまな検証が必要になっていることから、現在、建設スケジュールについて調整を行ってい

るところです。

（１）新庁舎建設の進捗状況について

（これまでの経過）
　大村市役所の本庁舎（本館）は、昭和 39 年の建設から 50 年以上が経過し、震度６以上の地震で倒
壊する恐れがあることや、執務スペースの不足の問題などから、市は、早期の建て替えが必要であると
判断し、平成 29 年 2 月に現庁舎周辺（ボート第 5 駐車場）での建て替え方針を打ち出し、新庁舎建設
に向けた取り組みを進めてきました。
　しかし、令和元年 12 月、新庁舎建設計画地（ボート第 5 駐車場）の地質調査を行った結果、ここに
断層が存在し、活断層の可能性を否定できないとする調査結果が明らかとなりました。

〇賛否が分かれた議案と審議結果

〇議員別賛否一覧表

政務活動費執行
状況を公開します

議案番号

会派名

◇令和元年度　政務活動費執行状況

◇使途基準

みらいの風 進風おおむら 明青会 知音会大政クラブ 公明党 真政会 無会派
議員名

議案番号

第36号議案

第44号議案

件　　　　　　名 議決結果
原案可決
原案可決

第 36 号議案
第 44 号議案

大村市手数料条例の一部を改正する条例
工事施行に関する基本協定の締結について

調査研究費
研　修　費
広　報　費
広　聴　費
要請・陳情活動費
会　議　費
資料作成費
資料購入費

市の事務、地方行財政等に関する調査研究（現地調査を含む）または調査委託に要する経費         
研修会の開催、団体等が開催する研修会への参加に要する経費         
会派活動または市政について住民に報告するために要する経費         
会派の活動や市政に対する住民からの要望・意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費         
会派の要請活動または陳情活動に要する経費         
各種会議の開催、または団体等が開催する意見交換会等各種会議への参加に要する経費         
会派の活動に必要な資料の作成に要する経費         
会派の活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費         

宮
田
　
真
美

水
上
　
　
享

吉
田
　
　
博

竹
森
　
　
学

田
中
　
博
文

永
尾
　
髙
宣

古
閑
森
秀
幸

山
口
　
弘
宣

山
北
　
正
久

小
林
　
史
政

田
中
　
秀
和

岩
永
愼
太
郎

中
崎
　
秀
紀

村
崎
　
浩
史

高
濵
　
広
司

堀
内
　
　
学

村
上
　
秀
明

三
浦
　
正
司

朝
長
　
英
美

野
島
　
進
吾

松
尾
　
祥
秀

晦
日
　
房
和

光
山
　
千
絵

賛
　
　
成

反
　
　
対

伊
川 

京
子（
議
　
長
）

城 

幸
太
郎（
副
議
長
）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

22

22

1

1

　政務活動費は、地方自治法ならびに大村市議会政務活動費の交付に
関する条例の規定に基づき、議員の調査研究、活動の充実を図るため、
必要な経費の一部として交付しています。議会の会派に対して交付さ
れており、交付額は、会派の所属議員１人当たり月額2万5,000円です。

会派名 みらいの風 進　　風
おおむら 明青会 大政クラブ 公明党 真政会 日本共産党 合 計

8人 5人 4人 3人 2人 2人 1人 25人
2,200,000円
1,612,510円
1,612,510円
1,540,840円

1,375,000円
1,086,478円
1,086,478円
795,458円
211,300円

1,100,000円
1,010,936円
1,010,936円
917,744円

825,000円
657,337円
657,337円
621,227円
15,550円

550,000円
546,831円
546,831円
314,191円
191,680円

550,000円
486,372円
486,372円
463,112円

275,000円
540円
540円

6,875,000円
5,401,004円
5,401,004円
4,652,572円
418,530円

0円
0円

0円

67,350円
4,320円

587,490円

77,020円
2,700円

288,522円

71,232円
21,960円

89,064円

9,040円
11,520円

167,663円

38,880円
2,080円

3,169円

12,980円
10,280円

63,628円

540円

274,460円

0円
276,502円
53,400円

1,473,996円

 所 属 議 員 数
 交付決定額（Ａ）
 交付確定額（Ｂ）
 支 出 合 計（Ｃ）

内

　
　
　訳

調査研究費
研　修　費
広　報　費
広　聴　費

会　議　費
資料作成費
資料購入費

要請・陳情
活　動　費

差引き
（返還額）
（Ａ）－（B）

欠
　
席

※賛否が分かれた議案のみ掲載しています。

（○は賛成　×は反対　伊川京子議長は採決に加わらない）

6 月定例会



文書質問

市議会だよりおおむら７ 市議会だよりおおむら ６

▼
注
１
：
窓
な
ど
の

注1：大村市 “ふっこう”プレミアム商品券…市内の飲食店やスーパーマーケットなどで利用できるプレミア
ム率３割の商品券（1冊 1万3千円分の商品券（全店共通券 5千円 + 地元商店専用券 5千円 + 飲食店専用
券3千円）を1万円で販売）を７月23日から特設販売会場及び市内郵便局などで発売する。（１世帯３冊まで）

注 2：泊まってお得「大村に来てみんね ! キャンペーン」（宿泊者向け割引クーポン）…市内ホテル・旅館の
宿泊者に対し、宿泊、飲食、土産物、体験型観光、タクシー運賃などに利用できる１人 3千円分の割引クー
ポン券を配布する。

　大村市新型コロナウイルス感染症緊急経済対策の状況については、下表のとおりです。

　今後の取り組みについては、６月市議会に補正予算案として計上しています、注1プレミアム付き商

品券や注2宿泊者向け割引クーポンを発行することとしています。また、６月１日から開始された県の

宿泊施設応援キャンペーンや、８月から始まる国のＧｏＴｏキャンペーンなどの経済対策と連携を図

りながら、市内の経済回復に向け、必要かつ効果的な対策を進めてまいります。

（３）新型コロナウイルス感染症について
　　　①  経済対策の状況と今後の取り組みについて

（令和 2年 6 月 5 日現在）

緊急経済
対　　策

第 1弾

第 2弾

第 3弾

飲食業店舗家賃等補助金

生活関連業種への給付金

旅客自動車運送業種への給付金

ホテル・宿泊業への給付金

第 1弾

第 2弾

経営相談窓口
（市産業支援センター内） 5 月 1 日

5 月29日

5 月 1 日

6月15日～

5月9日～　
　　  31日

大村市中小企業振興資金融資
制度

タクシーデリバリー
（タクシー料理宅配代行サービス）

農業支援
林業支援

水産業支援

延べ 74 件

市内銀行窓口で融資申し込み
利子補給を市に申請

注文 1,235 件
飲食店売り上げ 411 万円

市内全小中学校の児童・生徒に対し、カーネ
ーション及びヒノキチップの香り袋を配布

漁場の環境点検作業業務を 3漁協で実施
東部 5/9 ～ 11、大村 5/23 ～ 24、
松原 5/24･28･31

4 月15日

5 月 7 日

5 月 7 日

5 月 7 日

5 月29日

454件

805件

 26件

 29件

 97件

1,411件

451件

795件

 26件

 26件

  54件

1,352件

1億2,445万円

2億3,850万円

　　　966万円

　　1,360万円

　　1,620万円

  4億241万円

全業種への給付金
（第 1弾・第 2弾の対象業種を
  除く。）

合　　計

補助金・給付金名 開始日 申請数 交付件数

緊急経済
対　　策 支援策名 開始日 実施状況

交付金額

（２） Ｖ・ファーレン長崎の拠点整備について

　平成３０年１２月に、株式会社ジャパネットホールディングス（以下「ジャパネット」という。）が、

自治体を対象に、Ｖ・ファーレン長崎の練習拠点用地を公募されました。

　これを受け、本市は、練習拠点が整備されると、選手、スタッフ等が本市に住むことによる人口増加、

それに伴う税収・消費の増加や、練習を見に来るファン等の交流人口の増加が期待できるとともに、

日本各地のチームと戦い、そして世界に向けて戦うＶ・ファーレン長崎が本市にあるということを市

民に感じてもらえる、などの点を踏まえ、「関心表明書」を提出しました。

　その後、市とジャパネットが協議を進める中、市議会全員協議会や市議会定例会において、多数の

議員からさまざまなご意見・ご質問をいただくとともに、本件に関して、本年３月１９日付けで市長

に対する市議会の決議も行われ、当該決議では、整備に係る費用負担の在り方、市民の施設利用など

についての懸念に言及されています。

　市では、こうした点について、さまざまな角度から検討・精査するとともに、随時、ジャパネット

とも協議をしており、今後できるだけ早い時期に、（Ｖ・ファーレン長崎の練習拠点に係る）総合運

動公園のサッカー場整備を含めた施設計画の予算議案を市議会に上程する予定です。

※文書質問回答後、市は、７月２２日に関連予算議案を上程する臨時会を招集する予定として
　いましたが、ジャパネットと整備スケジュールや費用負担の在り方についての認識が一致し
　ていないことを理由に、臨時会の招集を取り消しました。その後、７月３０日にジャパネッ
　トから、V・ファーレン長崎の大村市クラブハウス拠点整備について、計画を断念すること
　が発表されました。

（Ⅴ・ファーレン長崎の拠点整備にかかる主な経緯）
平成30年12月21日
平成31年 3 月20日
平成31年 4 月 5 日
令和 1 年 6 月21日
令和 1 年10月 2 日
令和 2 年 1 月31日

令和 2 年 3 月19日
令和 2 年 6 月 8 日
令和 2 年 6 月27日
令和 2 年 7 月14日
令和 2 年 7 月21日
令和 2 年 7 月22日
令和 2 年 7 月30日

総合運動公園を候補地として市から関心表明書提出
議会全員協議会 （新工業団地でのジャパネットの構想を説明）
市から工業団地断念の記者会見
議会全員協議会 （総合運動公園での整備を説明）
議会全員協議会後、議会に進捗状況を報告
議会全員協議会（総合運動公園での段階的整備案を説明） 
市とジャパネットで共同記者会見
議会が市長に対する市政運営の改善を求める決議案を可決
議会説明 （市の主な負担、経済効果、国補助金等について市から説明）
議員有志にジャパネット社長から説明
臨時議会（令和２年７月２２日開催）招集
臨時議会の招集を取消し
議会全員協議会 （臨時議会の招集取消しについて）
ジャパネットが大村市クラブハウス構想の計画断念を発表



文書質問

市議会だよりおおむら７ 市議会だよりおおむら ６

▼
注
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：
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ど
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注1：大村市 “ふっこう”プレミアム商品券…市内の飲食店やスーパーマーケットなどで利用できるプレミア
ム率３割の商品券（1冊 1万3千円分の商品券（全店共通券 5千円 + 地元商店専用券 5千円 + 飲食店専用
券3千円）を1万円で販売）を７月23日から特設販売会場及び市内郵便局などで発売する。（１世帯３冊まで）

注 2：泊まってお得「大村に来てみんね ! キャンペーン」（宿泊者向け割引クーポン）…市内ホテル・旅館の
宿泊者に対し、宿泊、飲食、土産物、体験型観光、タクシー運賃などに利用できる１人 3千円分の割引クー
ポン券を配布する。

　大村市新型コロナウイルス感染症緊急経済対策の状況については、下表のとおりです。

　今後の取り組みについては、６月市議会に補正予算案として計上しています、注1プレミアム付き商

品券や注2宿泊者向け割引クーポンを発行することとしています。また、６月１日から開始された県の

宿泊施設応援キャンペーンや、８月から始まる国のＧｏＴｏキャンペーンなどの経済対策と連携を図

りながら、市内の経済回復に向け、必要かつ効果的な対策を進めてまいります。

（３）新型コロナウイルス感染症について
　　　①  経済対策の状況と今後の取り組みについて

（令和 2年 6 月 5 日現在）

緊急経済
対　　策

第 1弾

第 2弾

第 3弾

飲食業店舗家賃等補助金

生活関連業種への給付金

旅客自動車運送業種への給付金

ホテル・宿泊業への給付金

第 1弾

第 2弾

経営相談窓口
（市産業支援センター内） 5 月 1 日

5 月29日

5 月 1 日

6月15日～

5月9日～　
　　  31日

大村市中小企業振興資金融資
制度

タクシーデリバリー
（タクシー料理宅配代行サービス）

農業支援
林業支援

水産業支援

延べ 74 件

市内銀行窓口で融資申し込み
利子補給を市に申請

注文 1,235 件
飲食店売り上げ 411 万円

市内全小中学校の児童・生徒に対し、カーネ
ーション及びヒノキチップの香り袋を配布

漁場の環境点検作業業務を 3漁協で実施
東部 5/9 ～ 11、大村 5/23 ～ 24、
松原 5/24･28･31

4 月15日

5 月 7 日

5 月 7 日

5 月 7 日

5 月29日

454件

805件

 26件

 29件

 97件

1,411件

451件

795件

 26件

 26件

  54件

1,352件

1億2,445万円

2億3,850万円

　　　966万円

　　1,360万円

　　1,620万円

  4億241万円

全業種への給付金
（第 1弾・第 2弾の対象業種を
  除く。）

合　　計

補助金・給付金名 開始日 申請数 交付件数

緊急経済
対　　策 支援策名 開始日 実施状況

交付金額

（２） Ｖ・ファーレン長崎の拠点整備について

　平成３０年１２月に、株式会社ジャパネットホールディングス（以下「ジャパネット」という。）が、

自治体を対象に、Ｖ・ファーレン長崎の練習拠点用地を公募されました。

　これを受け、本市は、練習拠点が整備されると、選手、スタッフ等が本市に住むことによる人口増加、

それに伴う税収・消費の増加や、練習を見に来るファン等の交流人口の増加が期待できるとともに、

日本各地のチームと戦い、そして世界に向けて戦うＶ・ファーレン長崎が本市にあるということを市

民に感じてもらえる、などの点を踏まえ、「関心表明書」を提出しました。

　その後、市とジャパネットが協議を進める中、市議会全員協議会や市議会定例会において、多数の

議員からさまざまなご意見・ご質問をいただくとともに、本件に関して、本年３月１９日付けで市長

に対する市議会の決議も行われ、当該決議では、整備に係る費用負担の在り方、市民の施設利用など

についての懸念に言及されています。

　市では、こうした点について、さまざまな角度から検討・精査するとともに、随時、ジャパネット

とも協議をしており、今後できるだけ早い時期に、（Ｖ・ファーレン長崎の練習拠点に係る）総合運

動公園のサッカー場整備を含めた施設計画の予算議案を市議会に上程する予定です。

※文書質問回答後、市は、７月２２日に関連予算議案を上程する臨時会を招集する予定として
　いましたが、ジャパネットと整備スケジュールや費用負担の在り方についての認識が一致し
　ていないことを理由に、臨時会の招集を取り消しました。その後、７月３０日にジャパネッ
　トから、V・ファーレン長崎の大村市クラブハウス拠点整備について、計画を断念すること
　が発表されました。

（Ⅴ・ファーレン長崎の拠点整備にかかる主な経緯）
平成30年12月21日
平成31年 3 月20日
平成31年 4 月 5 日
令和 1 年 6 月21日
令和 1 年10月 2 日
令和 2 年 1 月31日

令和 2 年 3 月19日
令和 2 年 6 月 8 日
令和 2 年 6 月27日
令和 2 年 7 月14日
令和 2 年 7 月21日
令和 2 年 7 月22日
令和 2 年 7 月30日

総合運動公園を候補地として市から関心表明書提出
議会全員協議会 （新工業団地でのジャパネットの構想を説明）
市から工業団地断念の記者会見
議会全員協議会 （総合運動公園での整備を説明）
議会全員協議会後、議会に進捗状況を報告
議会全員協議会（総合運動公園での段階的整備案を説明） 
市とジャパネットで共同記者会見
議会が市長に対する市政運営の改善を求める決議案を可決
議会説明 （市の主な負担、経済効果、国補助金等について市から説明）
議員有志にジャパネット社長から説明
臨時議会（令和２年７月２２日開催）招集
臨時議会の招集を取消し
議会全員協議会 （臨時議会の招集取消しについて）
ジャパネットが大村市クラブハウス構想の計画断念を発表
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　本年４月７日に発出された新型インフルエンザ等特別措置法に基づく国の緊急事態宣言が５月２５
日に解除されたことから、徐々に広域的な人の移動が増え、市内における感染者の発生リスクは高ま
るものと考えられます。
　引き続き、市民に対し、国の基本的対処方針や専門家会議の提言等を踏まえた、３つの密（密閉、
密集、密接）を避ける「新しい生活様式」など感染症予防の取り組みの必要性について、広報おおむら、
市ホームページ、ＳＮＳ、防災ラジオ等により周知・啓発を図っていきたいと考えています。
　今後懸念される感染の第２波、第３波を念頭に置き、本市としては、今般の感染症拡大防止対策の
検証を通じた体制や取り組みの検討を進めるとともに、県、医療機関と連携し、医療提供体制の確保
に協力したいと考えています。

  〇避難所について

　災害が発生し避難所を開設する場合は、３つの密（密閉、密集、密接）が重なりやすく、感染リス
クが高くなると考えられますので、下記のとおり感染予防に努めてまいります。
■避難者の健康状態の確認と感染防止について
　・検温の実施など健康状態の確認
　・手指消毒、マスク着用の徹底
　・手を触れる機会が多い箇所の消毒
　・十分な換気と居住スペースの確保
■専用のスペースの確保
　・発熱、咳等の症状が出た避難者を隔離する専用のスペースを確保
　　（パーティション、簡易ベッド、簡易トイレを避難所に配備）
■市民への周知
　・「広報おおむら」などで避難する場合の注意事項を周知

  〇学校教育について

　文部科学省は、学校教育の活動再開に向けての留意事項を整理した「学校における新型コロナウイ
ルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の新しい生活様式」～」（令和２年５月２２日）を
示したところです。これに沿って、今後の第２波、第３波に備え、実際に発生した場合の対応（臨時
休業の判断を含む。）をシミュレーションしながら、感染症対策に万全を期した新しいスタイルによ
る学校教育を進めてまいります。
　また、集団感染のリスクに対応する観点から、日常において、３つの密（密閉、密集、密接）が同
時に重なることを徹底的に回避することが不可欠です。さらに、マスクの着用、手洗いや咳エチケッ
ト等の基本的な感染症対策及び学校医や学校薬剤師等と連携した保健管理体制の整備、マスク・消毒
液・液体石けん・非接触型体温計・パルスオキシメーター等の関連物品の調達、日頃の教職員による
ドアノブ・机・椅子等の定期的な消毒など、第２波、第３波の感染拡大に備え万全の対策を講じます。
　教科指導については、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のための３月、４月、５月の臨時休
業により、本来、児童生徒が履修しておくべき学習内容（前年度の履修残りを含む。）やその定着を

（３）新型コロナウイルス感染症について
　　　④  第２波・第３波への対応について（避難所、学校教育等を含む。）

（３）新型コロナウイルス感染症について
　　　②  市の財政状況への影響について

　新型コロナウイルス感染症対策及び経済対策に係る予算額は、令和２年６月補正予算（第３号）を

含め、総額約１１億４千万円です。

　このうち、２億１千万円は中小企業の融資資金として銀行へ預託し、約３億９千万円は国の補助金

を充当し、残額の約５億４千万円が一般財源で、財政調整基金及び前年度繰越金を充当しています。

　これにより、財政調整基金の残高は、約１８億３千万円となり、財政運営基本方針の中で目安とし

ている２０億円を下回りましたが、直ちに財政状況が悪化するというものではありません。

　しかしながら、今後は、更なる感染症対策や経済対策の実施による基金の取崩し、景気後退に伴う

市税収入の減少等が想定されますので、追加交付が予定されている地方創生臨時交付金等を活用しな

がら対策を行い、安定した財政運営に努めてまいります。

  （参考）新型コロナウイルス感染症対策及び経済対策に係る予算額

（３）新型コロナウイルス感染症について
　　　③市職員及びその家族が感染した場合の市役所の対応について

　市職員やその家族が感染した場合、該当する職員は、保健所や医療機関等からの指示を踏まえ、必

要な期間出勤しないこととしています。

　また、必要に応じて、該当職員の勤務場所等を中心に、庁舎の消毒を行います。

　複数の職員が感染した場合や該当職員の行動が広範囲に及ぶ場合などは、消毒に時間を要するため

庁舎を一時閉鎖する場合がありますが、必要な市民サービスが継続できるよう、代替場所を確保し、

業務を実施することとしています。

　なお、庁舎の閉鎖や保健所から提供される陽性者の行動歴等に関する情報は、速やかに市民に周知

します。

　　（単位：千円）

予　算 感染症対策 経済対策 合　計
財 源 内 訳

特定財源 一般財源
R1  8 号補正
R2  1 号補正
R2  2 号補正
R2  3 号補正
合計

90,022
0

64,042
0

154,064

※特別定額給付金及び子育て世帯臨時特別給付金を除く。

0
545,000
315,110
126,500
986,610

90,022
545,000
379,152
126,500
1,140,674

81,673
210,000
310,769

0
602,442

8,349
335,000
68,383
126,500
538,232

( 基金 )
( 基金 )
( 基金 )
( 繰越金 )
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　本年４月７日に発出された新型インフルエンザ等特別措置法に基づく国の緊急事態宣言が５月２５
日に解除されたことから、徐々に広域的な人の移動が増え、市内における感染者の発生リスクは高ま
るものと考えられます。
　引き続き、市民に対し、国の基本的対処方針や専門家会議の提言等を踏まえた、３つの密（密閉、
密集、密接）を避ける「新しい生活様式」など感染症予防の取り組みの必要性について、広報おおむら、
市ホームページ、ＳＮＳ、防災ラジオ等により周知・啓発を図っていきたいと考えています。
　今後懸念される感染の第２波、第３波を念頭に置き、本市としては、今般の感染症拡大防止対策の
検証を通じた体制や取り組みの検討を進めるとともに、県、医療機関と連携し、医療提供体制の確保
に協力したいと考えています。

  〇避難所について

　災害が発生し避難所を開設する場合は、３つの密（密閉、密集、密接）が重なりやすく、感染リス
クが高くなると考えられますので、下記のとおり感染予防に努めてまいります。
■避難者の健康状態の確認と感染防止について
　・検温の実施など健康状態の確認
　・手指消毒、マスク着用の徹底
　・手を触れる機会が多い箇所の消毒
　・十分な換気と居住スペースの確保
■専用のスペースの確保
　・発熱、咳等の症状が出た避難者を隔離する専用のスペースを確保
　　（パーティション、簡易ベッド、簡易トイレを避難所に配備）
■市民への周知
　・「広報おおむら」などで避難する場合の注意事項を周知

  〇学校教育について

　文部科学省は、学校教育の活動再開に向けての留意事項を整理した「学校における新型コロナウイ
ルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の新しい生活様式」～」（令和２年５月２２日）を
示したところです。これに沿って、今後の第２波、第３波に備え、実際に発生した場合の対応（臨時
休業の判断を含む。）をシミュレーションしながら、感染症対策に万全を期した新しいスタイルによ
る学校教育を進めてまいります。
　また、集団感染のリスクに対応する観点から、日常において、３つの密（密閉、密集、密接）が同
時に重なることを徹底的に回避することが不可欠です。さらに、マスクの着用、手洗いや咳エチケッ
ト等の基本的な感染症対策及び学校医や学校薬剤師等と連携した保健管理体制の整備、マスク・消毒
液・液体石けん・非接触型体温計・パルスオキシメーター等の関連物品の調達、日頃の教職員による
ドアノブ・机・椅子等の定期的な消毒など、第２波、第３波の感染拡大に備え万全の対策を講じます。
　教科指導については、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のための３月、４月、５月の臨時休
業により、本来、児童生徒が履修しておくべき学習内容（前年度の履修残りを含む。）やその定着を

（３）新型コロナウイルス感染症について
　　　④  第２波・第３波への対応について（避難所、学校教育等を含む。）

（３）新型コロナウイルス感染症について
　　　②  市の財政状況への影響について

　新型コロナウイルス感染症対策及び経済対策に係る予算額は、令和２年６月補正予算（第３号）を

含め、総額約１１億４千万円です。

　このうち、２億１千万円は中小企業の融資資金として銀行へ預託し、約３億９千万円は国の補助金

を充当し、残額の約５億４千万円が一般財源で、財政調整基金及び前年度繰越金を充当しています。

　これにより、財政調整基金の残高は、約１８億３千万円となり、財政運営基本方針の中で目安とし

ている２０億円を下回りましたが、直ちに財政状況が悪化するというものではありません。

　しかしながら、今後は、更なる感染症対策や経済対策の実施による基金の取崩し、景気後退に伴う

市税収入の減少等が想定されますので、追加交付が予定されている地方創生臨時交付金等を活用しな

がら対策を行い、安定した財政運営に努めてまいります。

  （参考）新型コロナウイルス感染症対策及び経済対策に係る予算額

（３）新型コロナウイルス感染症について
　　　③市職員及びその家族が感染した場合の市役所の対応について

　市職員やその家族が感染した場合、該当する職員は、保健所や医療機関等からの指示を踏まえ、必

要な期間出勤しないこととしています。

　また、必要に応じて、該当職員の勤務場所等を中心に、庁舎の消毒を行います。

　複数の職員が感染した場合や該当職員の行動が広範囲に及ぶ場合などは、消毒に時間を要するため

庁舎を一時閉鎖する場合がありますが、必要な市民サービスが継続できるよう、代替場所を確保し、

業務を実施することとしています。

　なお、庁舎の閉鎖や保健所から提供される陽性者の行動歴等に関する情報は、速やかに市民に周知

します。

　　（単位：千円）

予　算 感染症対策 経済対策 合　計
財 源 内 訳

特定財源 一般財源
R1  8 号補正
R2  1 号補正
R2  2 号補正
R2  3 号補正
合計

90,022
0

64,042
0

154,064

※特別定額給付金及び子育て世帯臨時特別給付金を除く。

0
545,000
315,110
126,500
986,610

90,022
545,000
379,152
126,500
1,140,674

81,673
210,000
310,769

0
602,442

8,349
335,000
68,383
126,500
538,232

( 基金 )
( 基金 )
( 基金 )
( 繰越金 )
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（５）新工業団地への企業誘致の進捗状況について

　昨年４月から分譲を開始した新工業団地「第２大村ハイテクパーク」は、４区画で分譲面積約

１２．４ヘクタールです。

　この団地への誘致企業は、多くの雇用が生まれる見込みのある製造業をターゲットにしています。

現在、４区画のうち１区画に、アルミ及び亜鉛ダイカスト製品に係る金型設計・製作から精密鋳造、

精密加工、各種表面処理に至る完成部品の製作・製造を手掛ける「嶋本ダイカスト株式会社」、水と

研磨剤を混ぜて圧縮空気で噴霧し、金属やプラスチックなどの表面を削ったり、汚れを洗い流す表面

処理装置メーカーの「マコー株式会社」の自動車関連企業２社の立地が決定しました。このうち「嶋

本ダイカスト株式会社」は、昨年１１月に起工式を行い、工場建設に着手しています。雇用は、２社

で１２０人を見込んでいます。

　残りの３区画については、

長崎県や、企業誘致の推進、

新事業の創出支援等を総合的

に行っている長崎県産業振興

財団と連携し、企業訪問や情

報共有を図りながら、関東や

関西、東海地方の企業を対象

とした誘致活動に取り組んで

います。

　また、本市出身者で組織す

る企業誘致支援会議での情報

収集や情報発信にも取り組ん

でいるところです。

　本年４月からは、本市の企業誘致をさらに強化するため、長崎県産業振興財団へ派遣した職員によ

る企業訪問や情報収集等を行うこととして

いましたが、新型コロナウイルス感染症拡

大のため企業訪問が制限され、十分な企業

誘致活動ができない状況が続いているとこ

ろです。

　今後も、新型コロナウイルス感染症の収

束状況を見極めながら、早期の完売を目指

し取り組んでまいりたいと考えています。

第２大村ハイテクパークの全４区画のうち、１区画（区画②）について、
「嶋本ダイカスト株式会社」と「マコー株式会社」２社の立地が決定して
います。

第２大村ハイテクパーク（雄ヶ原町）

N

150m50m 100m 200m

図るための学ぶ機会を確保・保障するため、夏季休業日を短縮し、７月末に７日間の授業日を設ける

とともに、既に設定していた８月末の４日間を含め、指導内容を補ってまいります。また今後、新型

コロナウイルス感染症拡大がどのような展開を見せるか見通しが持てない状況にもあることから、で

きるだけ授業機会を確保しておくため、学校には、今後の学校行事や授業計画の見直しにより、余裕

ある授業進度や授業時数の確保を依頼しているところです。さらに、学びの機会や質を高めるために、

現在活用している大村市独自のインターネット利用の学習教材「ｅライブラリー」に加え、国のＧＩ

ＧＡスクール構想による１人１台のタブレットＰＣの整備について、６月議会に補正予算（案）を計

上しているところです。

（４）新幹線新駅前開発の進捗状況について

新大村駅（仮称）周辺平面図

　新幹線新駅前の開発につきましては、新幹線開業に必要な駅までのアクセス道路や東西駅前広場、

在来線への乗換ホーム、駅の東西を結ぶ地下式の自由通路など、令和４年度の新幹線開業に間に合う

よう順調に整備を進めており、新幹線駅舎につきましても、現在、鉄骨の組立工事などが行われ徐々

に駅舎の形が見えてきている状況です。

　また、民間事業者の公募につきましては、サウンディング型市場調査や追加ヒアリングなどを踏ま

え、今年夏頃の公募開始を目標に駅前に導入する機能や駐車場の整備手法など、公募方針の検討を

行ってきたところです。　

　このような中、今回の新型コロナウイルス感染症の影響について民間事業者にヒアリング調査を

行ったところ「当地区への進出意向は依然としてあるものの、ホテルや商業施設のテナントの進出意

欲が下がっており、景気の先行きが不透明な状況の中では、公募開始の時期を再考していただくこと

が望ましい」旨の意見を多数いただきました。

　このため、民間開発の公募方針及び公募開始の時期につきましては、新型コロナウイルス感染症に

よる影響などを踏まえながら決定

していきたいと考えています。

※文書質問回答後の６月 18 日、

大村市と長崎大学は新大村駅

（仮称）東側の市有地約2.5ha 内

の一角に本年４月に新設された

長崎大学情報データ科学部を現

在の文教キャンパス（長崎市）

から移転するための協議を開始

すると発表し、覚書を締結しま

した。

文書質問
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令和2年7月豪雨の被災地を視察しました。
　７月 21日に経済建設委員会の委員が令和２年 7月豪雨で大きな被害を受けた市内各地を視察しました。
　被災された皆様に、心からお見舞い申し上げます。市議会としましては、市に対し、迅速かつ確実な被害
状況の把握と被災者支援の実施を求めていきます。

６月定例会について
　6 月定例会では、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、一般質問の取りやめや会期の短縮を行い、
本会議・委員会の傍聴自粛をお願いしておりました。市民の皆様には、ご理解とご協力をいただき誠にあり
がとうございました。  9 月定例会の日程等については、決定次第、ホームページ等でお知らせいたします。

　新型コロナウイルス感染症により、全国に非常事態宣言が出され、各自治体でもコロナ対策
に追われる毎日が続きました。外出が制限され、大村市においても料飲食業や観光業をはじめ

とした地場企業や自営業等の経済活動がほとんどストップしてしまいました。
　６月定例市議会の会期は、当初６月８日から２４日までの１７日間の予定でしたが、一般質問を完全にやめ、
また委員会での審査も短縮し、６月８日から１２日までの５日間に短縮しました。３密をできるだけ避けて、感
染のリスクを少なくするだけでなく、市役所職員の議会対応を極力軽減することによりコロナ対策に集中し、
全市民への特別定額給付金や各事業所向けの持続化給付金など、少しでも早く給付ができるようにと、市議会
会派長会議で会期の短縮を申し合わせいたしました。
　そのことも功を奏し、大村市におけるコロナ対策の各施策は、他の自治体よりもいち早く進んだのではない
かと思います。一般質問を取りやめたために今回の市議会だよりはいつもよりページ数が少なくなっています
が、一般質問に代えて市政の重要な課題を文書で質問し、市からの回答を掲載しました。
　また、今後のコロナ等感染症対策のため、議会でもネット会議の検討が必要と考え、広報委員会ではリモー
ト会議の試行を始めています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 （田中  秀和）

編集後記
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この広報紙は、植物油インキを使用しています。

大村市議会

市政一般質問や定例会の内容など、もっと詳しく知りたい方は
大村市議会のホームページをご覧ください。
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令和２年 9月定例会の予定

・９月２日（水）　　　本会議 （議案審議）
・４日（金）　　　本会議 （市政一般質問）
・７日（月）～10日（木）　　　本会議 （市政一般質問）
・11日（金）　　　委員会（議案審査）

10時
10時

・14日（月）～16日（水）　　　委員会（議案審査）
・17日（木）　　　委員会 （議案審査）
・24日（木）　　　本会議 （議案審議）

10時
13時
10時

10時
10時

※定例会の予定 （日程等） は変更となる場合があります。
※８月28日（金）の議会運営委員会で決定します。

表紙の写真は、大村公園の花菖蒲です。表紙の写真は、大村公園の花菖蒲です。

写真は、市道田下荒瀬線を視察した時の様子です。




